
今
年
も
、
地
震
、
台
風
、

豪
雨
災
害
な
ど
が
も
た
ら
し

た
大
き
な
災
害
が
連
続
し
て

起
き
て
い
ま
す
。

日
本
は
地
震
が
起
き
や
す

く
、
台
風
の
常
襲
コ
ー
ス
に

位
置
す
る
地
理
的
条
件
に
加

え
、
最
近
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

頻
発
で
従
来
と
異
な
る
様
相

を
み
せ
て
い
ま
す
。
国
土
と

地
域
住
民
を
守
る
対
策
を
講

じ
、
災
害
に
強
い
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
、
政
治
の
大
き

な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
石
流
や
土
砂
崩
れ
、
河

川
の
氾
濫
、
浸
水
な
ど
非
常

に
広
い
範
囲
で
同
時
多
発
的

に
発
生
し
た
こ
と
が
特
徴
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
す
さ

ま
じ
い
規
模
で
し
た
が
、
大

き
な
被
害
を
う
ん
だ
地
域
や

場
所
は
、
か
ね
て
か
ら
浸
水

や
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
敷
の
雑
木
の
伐
採
な

ど
が
さ
れ
ず
危
険
と
の
声
も

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
早
く

手
が
う
た
れ
て
い
れ
ば
、
被

害
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
た
可
能
性
も
あ
り
ま
し

た
。い

く
つ
か
の
地
域
で
、
事

前
に
つ
く
ら
れ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地
図
）

と
、
今
回
の
豪
雨
被
害
の
発

生
地
域
が
重
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

危
険
が
予
測
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
住
民
が
き
ち
ん

と
認
識
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

周
知
徹
底
で
き
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。
危
険
な
地
点
を

さ
ら
に
減
ら
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
き
め
細
か

な
防
災
・
避
難
体
制
を
確
立

す
る
上
で
、
検
証
が
必
要
で

す
。
安
倍
内
閣
が
進
め
る
軍

事
費
増
強
路
線
で
は
な
く
、

国
民
の
命
と
財
産
を
最
優
先

に
守
る
政
治
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
台
風
、
豪
雨

災
害
は
い
つ
あ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
の
時
は

■
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い

と
き
は
、
電
話
で
確
認
で
き

ま
す
。
電
話
番
号
＝
972ｰ

９

１
２
３
（
防
災
行
政
無
線
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

■
土
嚢
が
必
要
な
方
＝
各
地

区
の
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

建
設
部
に
問
い
合
わ
せ
を
。

■
避
難
所
＝
ま
ず
、
お
住
ま

い
の
行
政
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
＝
緊
急
速

報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を

携
帯
電
話
で
地
域
へ
一
斉
に

配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
緊
急
時
の
連
絡
場
所
は
、

市
役
所
の
担
当
部
署
は
、
電

話
番
号
：
973ｰ

２
７
２
３

●
飯
能
日
高
消
防
署
＝
973ｰ

９
１
１
９

※
困
っ
た
と
き
は
、
お
気
軽

に
、
日
本
共
産
党
議
員
団
の

携
帯
電
話
へ

９
月
２
日
、
市
内
各
地
で

地
元
消
防
団
の
応
援
を
受
け

て
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
台
風
21
号
の
影
響
で
朝

か
ら
激
し
い
雨
だ
っ
た
の
で

一
部
の
訓
練
を
中
止
し
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
飯

能
西
中
学
校
体
育
館
で
、
飯

能
消
防
団
第
３
分
団
の
み
な

さ
ん
と
、
５
地
区
（
３
丁
目
、

宮
本
町
、
河
原
町
、
大
河
原
、

本
郷
）
の
２
０
０
人
近
い
方
々

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
内
容
は
、
①
消
火
器

を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練

②
三
角
巾
で
の
負
傷
者
応
急

手
当
処
理

③
心
肺
蘇
生
法

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
訓
練

④
災
害

時
仮
設
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展

示

⑤
消
防
団
放
水
訓
練
で

し
た
。
開
会
に
あ
た
っ
て
本

郷
自
治
会
中
里
会
長
が
挨
拶
。

野
田
、
大
津
、
砂
長
、
金
子

市
議
も
挨
拶
し
ま
し
た
。

最
後
の
ま
と
め
の
総
評
を

大
河
原
自
治
会
横
川
会
長
が

お
こ
な
い
ま
し
た
。

飯
能
消
防
団
に
は
女
性
団

員
の
方
が
い
て
、
当
日
も
応

急
手
当
の
コ
ー
ナ
ー
で
『
止

血
』
や
『
骨
折
』
の
手
当
を

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
消
化
器
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
で
は
消
防
団
員
の

み
な
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
と
し

た
指
導
。
雨
も
止
ん
で
最
後

の
放
水
訓
練
で
は
、
参
加
者

か
ら
わ
あ
ー
と
い
う
歓
声
が

上
が
り
終
了
し
ま
し
た
。
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作
家
の
飯
嶋
和
一

さ
ん
は
「
雷
電
本

紀
」
の
な
か
で
雷

電
が
日
で
り
と
、

飢
え
、
重
い
年
貢

に
苦
し
む
村
で
疫

病
退
治
の
土
俵
入

り
を
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を

「
神
を
怒
り
、
天
を
怒
り
、

人
を
怒
り
、
こ
の
土
俵
を
囲

ん
だ
人
々
を
打
ち
の
め
し
た

一
切
に
、
一
人
素
手
で
立
ち

向
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」

と
書
い
て
い
ま
す
▼
雷
電
は

強
か
っ
た
。
負
け
た
の
は
僅

か
に
10
回
、
通
算
勝
率
が
９

割
６
分
２
厘
と
い
う
江
戸
時

代
の
天
下
無
双
の
力
士
で
す
。

そ
の
雷
電
が
脚
光
を
あ
び
て

い
る
の
は
、
同
じ
長
野
県
出

身
の
御
嶽
海
が
夏
場
所
で
、

同
県
出
身
者
と
し
て
は
雷
電

以
来
２
０
８
年
ぶ
り
に
優
勝

す
る
と
い
う
快
挙
を
な
し
と

げ
た
か
ら
で
す
。
御
嶽
海
は

「
力
を
貸
し
て
欲
し
い
」
と

雷
電
の
墓
を
墓
参
し
た
と
も

語
っ
て
い
ま
す
▼
圧
政
に
苦

し
む
江
戸
時
代
の
人
々
は
雷

電
の
強
さ
と
優
し
さ
に
あ
る

い
は
社
会
変
革
へ
の
希
望
を

感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
礼
節
を
重
ん
じ
、
ま

わ
し
一
本
の
裸
で
勝
負
す
る

相
撲
は
、
暴
走
、
腐
敗
の
極

み
の
政
治
と
は
無
縁
で
す
。

胸
の
す
く
よ
う
な
力
と
技
の

ぶ
つ
か
り
合
い
を
み
た
い
秋

場
所
で
す
。

雨
天
決
行
の
中

５
地
区
防
災
訓
練
お
こ
な
わ
れ
る

住民監査請求全文 ③（終わり）

７、市は、平成30年1月11日に、3月30日までの
工期で大河原観光公衆トイレ新築工事契約を締
結した。しかし工期内には工事は終了せず、年
度を超える6月15日まで実に2ヵ月半も工期を延
長した。このような事態になることは容易に予
測できたにもかかわらず、市は繰越明許の処理
を怠り、事故繰越として処理した。これは予算
あって予算なし、工期あって工期なしの工事の
実態が市民や市議会に知られるのをおそれた行
政の不作為行為であり、その責任は厳しく問わ
れるものである。しかも工期を大幅に延長した
にもかかわらず、工期内には終了せず6月26日
になって完成検査即引き渡しとなった。

８、地方自治法221条は予算の執行に関する長
の調査権を定め、同第２項では予算の執行の適
正を期すため工事の請け負い業者から報告を徴
することが出来ると規定している。大河原観光
公衆トイレ新築工事及び割岩橋観光公衆トイレ
改修工事設計業務委託契約は予算原則を逸脱し
て、予算の適正な執行を妨げたものといわなけ
ればならない。自らが提案した予算内容とは全
く別のものに変え予算執行をするということは
市議会の審議権、議決権を無視し、住民自治の
市政の土台を破壊するものであり、これを了と
した市長の責任は極めて重大である。

９、以上、市長に対してこのような経過に至っ
た全ての内容を市民と市議会に明らかにし、こ
のような暴挙を二度と繰り返さないようにする
ため、その謝罪と特段の利益を受けたフインテッ
ク社に応分の負担を求めるべきである。地方自
治法242条第１項の規定により別紙事実証明書
を沿え、必要な措置を請求します。

今年の西日本豪雨災害



市
街
地
を
火
災
の
危
険
か

ら
守
る
た
め
に
、
建
物
を
構

造
の
面
か
ら
規
制
す
る
「
防

火
・
準
防
火
地
域
」
が
飯
能

市
で
も
始
め
て
指
定
さ
れ
る

事
と
な
り
、
８
月
22
日
に
開

催
さ
れ
た
都
市
計
画
審
議
で

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
火
災

な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
は
、
重
要
な
課
題
と
し
て
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
地
域
防
災
計
画
に
も
防
火
・

準
防
火
地
域
を
指
定
す
る
こ

と
が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り

調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。今

回
指
定
と
な
る
の
は
、

飯
能
駅
、
東
飯
能
駅
周
辺
の

商
業
地
域
で
面
積
55
・
７

ha
、
総
戸
数
１
６
２
３
戸
に

な
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
中

心
市
街
地
ゾ
ー
ン
の
中
で
も
、

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る

施
設
が
多
く
、
災
害
発
生
時

に
被
害
の
拡
大
が
想
定
さ
れ

る
事
な
ど
に
よ
り
指
定
さ
れ

ま
す
。
計
画
案
の
う
ち
防
火

地
域
に
指
定
す
る
の
は
飯
能

駅
構
内
と
そ
の
近
接
地
、
中

央
通
り
ま
で
の
北
口
駅
前
線

沿
い
、
東
飯
能
東
西
口
で
、

そ
れ
以
外
の
多
く
の
部
分
が

準
防
火
地
域
の
指
定
と
な
り

ま
す
。
防
火
地
域
・
準
防
火

地
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、
建

築
基
準
法
に
基
づ
い
て
制
限

が
生
じ
、
防
火
地
域
の
指
定

エ
リ
ア
で
は
、
延
べ
床
面
積

が
１
０
０
㎡
以
下
か
つ
２
階

建
て
な
ど
の
一
部
を
除
い
て
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の

耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
準

防
火
地
域
エ
リ
ア
で
は

防

火
地
域
の
よ
う
な
厳
し
い
基

準
は
求
め
ら
れ
ず
、
２
階
建

て
以
下
か
つ
延
べ
床
面
積
が

５
０
０
㎡
以
下
の
建
物
に
つ

い
て
は
実
質
的
な
防
火
措
置

は
現
在
建
て
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
住
宅
で
は
、
網
入
り
サ
ッ

シ
ガ
ラ
ス
や
ダ
ン
パ
ー
付
の

換
気
扇
な
ど
開
口
部
に
一
定

の
防
火
性
を
持
た
せ
る
こ
と

で
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
10
月
26
日
か
ら

28
日
ま
で
指
定
エ
リ
ア
の
住

民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
11
月

７
日
か
ら
11
日
ま
で
個
別
相

談
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
本

格
的
指
定
と
な
る
の
は
２
０

２
０
年
度
か
ら
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
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日
本
共
産
党

一
般
質
問

内
容
と
時
間

金
子

敏
江

９
月
21
日
（
金
）
14･

20
〜

１
、
県
水
問
題

県
と
の
協
定
書
の
見
直
し
を

２
、
環
境
問
題

(1)
「
川
の
国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら

①
入
間
川
吾
妻
狭
〜
矢
久
橋
間

の
飛
び
石
橋
・
遊
歩
道
等
の
整

備
に
つ
い
て

②
協
議
会
と
は
別
に
住
民
説
明

を(2)
治
水
対
策

過
去
の
災
害
を
教
訓
に
飯
能
河

原
の
堆
積
し
た
砂
利
の
浚
渫
を

３
、
福
祉
問
題

①
酷
暑
か
ら
命
を
守
る
高
齢
者

世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
等

の
助
成
を

②
重
度
心
身
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
へ
の
市
独
自
の
補
助
制

度
の
創
設
を

４
、
住
民
要
望

①
「
清
川
橋
」
架
け
替
え
は
で

き
る
の
か
？

②
南
高
麗
「
間
野
黒
指
」
行
き

国
際
興
業
バ
ス
の
運
行
時
間
の

変
更
に
つ
い
て

新
井
た
く
み

９
月
25
日
（
火
）
14･

20
〜

１
、
阿
須
山
中
土
地
有
効
活
用

事
業
に
つ
い
て

①
進
捗
状
況
と
今
後
の
推
進
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

②
こ
の
間
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

太
陽
光
発
電
の
全
国
的
被
害
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か③
阿
須
山
中
で
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

設
置
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
場
建
設

は
問
題
が
多
い

④
当
初
の
取
得
目
的
の
自
然
公

園
と
し
て
整
備
し
て
、
身
近
な

里
山
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る２
、
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
と
対

策
に
つ
い
て

①
豪
雨
災
害
に
強
い
森
林
整
備

を②
河
川
の
葦
等
の
除
去
と
土
砂

の
浚
渫
を

③
青
木
地
域
の
整
備
方
向
に
つ

い
て

④
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
ま
ま

の
杉
の
木
台
に
つ
い
て

３
、
小
中
一
貫
校
の
考
え
方
と

奥
武
蔵
創
造
学
園
に
つ
い
て

①
奥
武
蔵
創
造
学
園
の
基
本
的

な
考
え
方
と
課
題
に
つ
い
て

②
推
進
体
制
と
財
政
的
保
証
は

③
他
の
小
中
学
校
に
お
け
る
小

中
一
貫
校
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か

④
跡
地
利
用
の
進
め
方
と
考
え

方
、
住
民
が
主
人
公
、
住
民
主

体
で
望
む
方
向
に

４
、
国
道
２
９
９
自
動
速
度
取

締
装
置
（
オ
ー
ビ
ス
）
の
設
置

で
迷
惑
走
行
を
繰
り
返
す
「
走

り
屋
」
対
策
の
徹
底
を

滝
沢
お
さ
む

９
月
26
日
（
水
）
11･

10
〜

１
、
Ｃ
Ｖ
‐
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
、

正
式
配
備
に
つ
い
て

①
現
状
の
飛
行
実
態
の
認
識
つ

い
て

②
正
式
配
備
後
は
ど
う
な
る
の

か③
全
国
知
事
会
が
採
択
し
た
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
を

含
む
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す

る
提
言
」
の
見
解
に
つ
い
て

④
市
民
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
な

い
ま
ま
の
配
備
は
許
さ
れ
な
い

２
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て

①
大
規
模
ク
ラ
ブ
の
分
割
、
施

設
整
備
を
計
画
的
に

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
の
見
解
と
学
校
の
余
裕
教
室

な
ど
の
利
用
に
つ
い
て

３
、
企
業
立
地
奨
励
金
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

４
、
精
明
地
区
な
ど
の
公
共
交

通
に
つ
い
て

５
、
家
具
の
転
倒
防
止
や
個
人

宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
に
つ
い

て山
田
と
し
子

９
月
26
日
（
水
）
14･

20
〜

１
、
保
育
所
問
題

①
待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策
に
つ
い

て②
公
立
保
育
所
の
保
育
体
制
に

つ
い
て

③
児
童
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を

保
障
す
る
た
め
の
職
員
配
置
・

保
育
環
境
に
な
っ
て
い
る
か

④
保
育
士
の
労
働
条
件
の
悪
化

に
な
ら
な
い
か

⑤
臨
時
保
育
士
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
、
保
育
士
不
足
解
消
の

た
め
に
も
市
独
自
に
改
善
を

２
、
聴
覚
障
害
者
の
支
援
策
と

し
て
、
移
動
式
磁
気
ル
ー
プ
の

活
用
を

３
、
飯
能
河
原
の
崩
落
防
止
策

に
つ
い
て

現
の
証
拠
（
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
）

漢
方
薬
は
、
じ
わ
じ
わ
効
き
目
が
表
れ
る
が
、
「
現
の
証
拠
」

は
、
読
ん
で
字
の
如
く
、
「
現
に
証
拠
が
現
れ
」
即
効
性
の

民
間
和
漢
薬
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

薬
効
は
、
下
痢
止
め
や
胃
薬
と
し
て
、
飲
用
し
過
ぎ
て
も
副

作
用
が
無
い
優
れ
た
健

胃
整
腸
剤
で
す
。

花
は
、
２
cm
程
で
、
白

花
と
赤
花
が
あ
り
、
飯

能
周
辺
は
白
で
す
が
西

日
本
で
は
赤
い
花
が
多

い
様
で
す
。

昔
は
沢
山
あ
っ
た
が
、

最
近
群
生
し
て
い
る
の

を
見
る
事
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

読
者
の
文
芸

短
歌

大
正
と
昭
和
平
成
生
き
抜
い
て
四
〇
年
待
つ
父
の
と
こ
ろ
へ

桑
の
葉
に
木
苺
摘
ん
だ
母
の
こ
と
漢
字
の
苺
見
て
思
い
出
す

た
く
み

俳
句

風
薫
る
う
ま
い
野
菜
は
吾
妻
峡

神
仏
け
正
し
き
者
に
実
り
有
り

汗
を
か
き
登
る
下
る
も
人
の
道

政
光

秋
の
寺
華
や
か
四
方
の
紅
葉
色

百
足
で
る
幾
多
の
仕
末
暑
き
夜

枯
色
に
広
ま
り
秋
の
庭
に
な
り

由
治


